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本日の主要
プログラム

宮崎アカデミーロータリークラブ　
会長 成合　修 様・幹事 薬王寺 文宏 様

① 四つのテスト唱和　　② ロータリーソング（それでこそロータリー）
③ 会長あいさつ　　④ 会務報告　　⑤ 出席報告　　⑥ ニコニコBOX披露

宮崎アカデミーロータリークラブのご紹介

宮崎アカデミーロータリークラブ会長　成　合　　修

2月は平和と紛争予防／紛争解決月間
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次 回
予 告

3月4日（水）１8：３０～
　　　　　　　　　　　　 ホテル・レクストン鹿児島

　平成２９年７月に「新クラブ設立推進委員会」が宮崎
大学内に設置され、宮崎大学の周辺地域である木花、
清武、田野を中心とする宮崎市内を対象としたクラブ
を創設することが決定されました。その後、２０名の
候補者が集められ、平成３０年３月２７日に設立総会
が行われました。

　宮崎大学を拠点とするロータリークラブが発足するにあたっては、宮崎大学学長である池ノ上
克氏（宮崎ロータリークラブ所属）の存在が大きく、現在でも宮崎アカデミーロータリークラブの
クラブ運営アドバイザーとしてクラブ運営の後方支援をしていただいています（池ノ上氏は昭和
４７年、鹿児島西ＲＣからロータリー財団奨学生として南カリフォルニア大学婦人科に留学）。
　平成３０年５月１６日に国際ロータリーに加盟が認められ、国内では初となる大学を拠点とし
た宮崎アカデミーロータリークラブが誕生しました。
　宮崎中央ロータリークラブ、宮崎南ロータリークラブが共同スポンサークラブとなり、２５名
のチャーターメンバーでスタートしました。
　現在、クラブのメンバーは４２名。内訳は国立大学に従事す
る者が１４名と最も多く、その他はＩＴ企業、テレビ局、弁護
士、建設業など多様となっています。
　例会の際は各々大学内の学食で食事を摂り、例会場となって
いる大学施設（地域デザイン棟）に参集します。
　当クラブは創立２年目で会員全員がロータリー歴も浅いが、
それをプラスに変えて“柔軟な発想で変化を受け入れるクラブ
運営”を目指し、楽しいクラブ作りに取り組んでいます。

賀寿の宴
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指宿ＲＣとの合同例会に変更

クラブ協議会

クラブフォーラム

〈プログラム〉鹿児島ＲＣ・鹿児島中央ＲＣとの３ＲＣ合同例会　１８：３０～山形屋食堂前回の例会記録 （2月19日分）
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鹿児島西ＲＣ

合同例会ご挨拶
鹿児島ロータリークラブ会長　山ノ内　文治

　本年度で二回目になる、鹿児島西ロータリークラブ・鹿児島中央ロータリークラブ・鹿児島
ロータリークラブ、この３クラブの合同例会は昨年２０１９年２月２０日に始まりました。
　事の発端は、２０１９年の会長・幹事会で合同例会をやってみませんか。ということになり、私
共も賛同しました。また、以前より山形屋で例会を行っているクラブで、合同例会をという話は
出ておりましたが昨年具現化した次第です。
　さて、ロータリーの原点は知り合いを広げる、友情を育み、そして深めることです。そして、
地区目標でもあります「クラブ活性化に努めよう」を実現出来ることでしょう。
　合同例会を通じて、鹿児島西ロータリークラブ・鹿児島中央ロータリークラブ・鹿児島ロータ
リークラブの会員が知り合い、素晴らしい友情が芽生えると思っております。
　この合同例会を通じ、職業奉仕、社会奉仕、国際奉仕等をこのロータリアンの出会いを通じて
奉仕の理念を適用し、ロータリアン同士の親睦がより深まり、発展していくことを願っております。
　最後に、皆様方の益々のご健勝とご発展をお祈り申し上げご挨拶と致します。

ロータリーデー
鹿児島西ロータリークラブ会長　山之氏　秀行

　今週の２月２９日（土）はロータリーデーです。２７３０地区鹿児島市内の１１クラブが主催し、
かごしま県民交流センター２階大ホールで１３時に開演されます。鹿児島国際大学名誉教授であ
り（２００４～２００５　ＰＤＧ）、鹿児島城西ＲＣの名誉会員である三木靖氏が「鹿児島城御楼門復元
の意味するもの」と題し、講演をされます。昔の上に今があるとして、環境問題も交えながら話
をされます。当日は市内１１クラブの活動状況を紹介するパネルを展示する予定です。昨年の
ロータリーデーは、かごしま環境未来館で手作りのパネルでしたが、今回は業者さんにお願いし
たものになります。
　ロータリーデーとは、公共イメージ向上のためのイベントです。すなわち、楽しみながら情報
を学んでもらうイベントを開催し、地域社会の人びとに、ロータリーを紹介するという、とても
シンプルなものです。地域の人にクラブ入会への関心をもってもらい、ロータリーについてより
良く理解してもらえる、またとない機会となります。これまでは、ロータリーは隠れた美徳をよ
しとし、自分たちの活動を自慢することを避ける傾向がありましたが、近年は地域社会の理解を
得て仲間を増やすため、メッセージを発信することが奨励されています。
　どうぞお誘いあわせの上、多くの皆様のご参加をお願いいたします。


